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Summary 
Seedlings of Quercus acutissimαstarted to produce female f10wers at 2-years 
old and male f10wers at 4-years old. The sprouts of Q. acutissima developed 
by truncation produced female f10wers at 1自 yearold. In Q. acutissima， the 
f10wering age of female f10wers was lower compared with that of male f1owers. 
The f10wering habit differed according to family and tree size. In general， 
dominant trees tended to be abundant in f10wer production as compared with 
inferior trees of the same age. 
Seedlings of Q. serratαstarted to produce both female and male f10wers 
























2年生苗の着花状祝を表 1Iζ示す。 16家系中14家系で着花がみられた。着花本数率は 0%から最高
67%であった。熊谷2号と 62号は全然着花しなかったが，熊谷23号; 26号， 28号などは着花率が高
かった。着花は雌花のみで，雄花は全然着生しなかった。 1本当たり平均雌花着生数は1-..8個，最
高217掴であった。熊谷23号が最も着花数が多かった。 1新条当たり平均H堆花着生数は 1-.. 4.8個，
表 2年生クヌギ箇における8然着花状況
母樹別 調査 者 :/t
1本当たり 1 !新条~たり l葉日夜当たり 平均根 平均
本数率 雌花着生数 由主花着生数 由主 1t着主主数 元直径 樹高
家系 本数 (%) 平均 範囲 平均 範姐 平均 範囲 (mm) (cm) 
熊谷2号 10 。 13 91 
グ 7" 10 10 1.0 1.0 1.0 10 79 
" 11" 10 10 1.0 1.0 l 1. 0 13 102 
" 19" 17 29 14.0 6~ 29 3. 1 1~5 1. 7 1~2 13 98 
" 20" 15 33 5.6 4~ 10 2.5 1~4 1.5 1~2 13 100 
" 23" 21 67 87. 9 4~140 2.9 1~6 1.5 1~2 17 126 
" 24" 17 29 26.6 2~100 3.5 1~7 1. 7 1~2 13 104 
" 26" 15 67 27.2 2~217 3.8 2~5 1. 6 1~2 13 101 
" 28" 17 47 19.5 3~ 69 2.5 1~4 1. 9 1~2 13 85 
グ 2911 19 16 11. 0 2~ 28 2.8 1~6 1.9 1~2 13 81 
グ 50" 1 18 5.5 4~ 7 3. 7 2~点 2.0 2 13 103 
" 51" 5 20 38.0 38 4.8 3~6 1. 9 1~2 1 101 
グ 52" 8 25 26.5 12~ 41 3.6 1~6 1. 9 1~3 15 110 
グ 59" 16 50 5.3 2~ 9 2.6 1~4 1. 6 1~2 14 101 
" 60" 12 33 16. 3 4~ 34 2.7 1~5 1.6 1~2 12 81 
" 62" 10 。 14 71 










































盟主花 雄花 無 無
雄両着雌花ー生ーのをとし
i雄花と 雌花 雄花
家系 本数 のみ のみ のみ のみ 着 雄花の のみ のみ 着
着両生方をし着生 着生 l捻 雄 雌 土産 者主主 着生 両方を 着生 着生した した 花 した した 花 着生し した した 花
たもの もの もの H 花 花 花 序 たもの もの もの 木 たもの もの もの 木
熊谷2号 11 。45.5 。45.5 45.0 。2.0 。 3.5 2.1 2.5 1.9 
1 2411 16 75.0 18.8 。93.8 53.1 43.7 1.9 1.8 2.7 1.9 1.4 2.4 1.7 1.6 
1 5011 1 72.7 18. 2 9.1 100.0 70.8 8.2 2.5 1.5 2.7 2.5 2.1 2.5 2.2 2.2 
1 5111 6 83.3 16.7 。100.0 47.5 58.3 2.1 2.3 3.0 3.0 2.5 2.1 
1 52" 6 66.7 。。66.7 46.3 20.6 2.自 1，5 2.5 1.7 2.3 1.7 
グ 5911 17 70.6 17.6 。88.2 56.5 63.2 2.4 2.3 3.0 1.8 1.2 2.6 1.9 1.8 
1 6011 12 75.0 16.7 。91.7 48.0 73.6 2.7 3.0 2.7 1.4 1.1 2.2 1.6 1.4 

























状況は表 3のとおりである。萌芽は瞳花のみ着生し，雄花は着生しなかった。着花本数率は 0"-31% 
で低かった。 1本当たり平均雌花着生数は6"-19摺，最大59個 1新条当たり平均雌花着生数は 2.0




た。 1年生萌芽(根元直窪1.5 "-2.7 cm，樹高
0.8"-1.5m)では着花がみられなかった。し
かし 3年生萌芽(根元霞径2.0"-3.5 cm，極
高1.4"-2.4 m )では， 20本中 1本l乙f堆花が57
個着生していた。
2. コナラの着花
表 3 3年生クヌギ苗を台切りして発生した 1年生
萌芽における着花状況
母樹別 調査 盟主花養生 l 本当たり l新条当た本数率 平均民主花 者り平均l総花家系 本数 (%) 着生数 生数
熊谷7号 10 10. 0 12. 0 2. 1 
!I 11!1 8 。 。 2. 7 
!I 19!1 18 5.6 16.0 2. 0 
グ 20!I 13 15.4 6.0 3.0 
グ 26!I ヨ 11. 1 6.0 3.8 









種子の産地 調査本数 i総花両と雄花 l経花のみ着 平均雌花 i貰 径の万を着 ぷ口〉、 着生数 (mm) (cm) 
生したもの 生したもの
三本木営林署 20 。 5.0 5.0 2.0 8.4 53.5 
東大秩父演習林 20 5.0 。 5.0 16.0 11. 0 85.9 
東大富士演習林 8 。 。 。 。 8. 1 61. 6 
静岡県林試 5 。 20.0 20. 0 21. 0 10.8 51. 3 
愛知県林試 20 30.0 。 30.0 15. 0 7. 1 51. 8 
岐阜県林試 20 。 。 。 。 9. 1 69.6 
兵庫県林試 20 。 5.0 5.0 2.0 7.9 63.1 
和歌山県林試 20 15.0 35.0 50.0 3.3 9. 1 82.5 
鳥取県佐治村 6 。 。 。 。 8.3 56.0 
鳥大農学部 20 45.0 50. 0 95.0 13.4 8.6 7.9 
島大三瓶演習林 20 。 。 。 。 6.9 51. 3 
九大粕屡演習林 20 20.0 60.0 80.0 21. 0 8.9 73. 2 
熊本県林試 20 50.0 。 50.0 16.5 12. 0 89. 1 
平 均 12. 7 13. 5 26.2 8.5 8.9 6. 7 
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